
① 表地と裏地を中表に合わせて縫い止まりまで

 　それぞれ縫う（裏地の底に返し口をあけておく）
② 表地と裏地を中表に合わせ、口を縫う

③ 紙ひもを口金の外周りに合わせて

　（リベットの位置まで）２本カットする

④ 口の縫い代に紙ひもをハンドステッチで
 　縫い付ける

⑤ 表に返して出来上がりに折り
　 紙紐を固定するため、ハンドステッチで押さえる
 　（紙紐はできるだけ端にくるようにする）

⑥ 返し口を縫う
⑦ 目打やマイナスドライバーを使って

　 口金中心と表地中心と合わせて

　 溝に生地を差し込み

 　次にリベットの位置に差し込む

⑧ リベットの上の溝４ヶ所をペンチで締める

（口金に傷がつかないように当て布をする）

※内側のみペンチで締める（４箇所）

⑨ 生地を全体に差し込み、形を整え

  　リベットの位置ははずさずに

 　一度本体からはずす

⑩ 溝にボンドを薄く流し込み

 　竹串等で均一にのばし　再度入れ込む

 　（表側からも目打ちの先で形を整える)
※はみ出たボンドは拭き取る

縫い止まり

返し口
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※縫い方説明に使用している
生地等は、実際のものとは
異なります。
ご了承ください。

No. 3702 がま口の縫い方


